
　現在様々な分野で手術精度向上目的にナビゲーションシステムが使用されている。我々は
独自に術前ＣＴを用いた人工股関節用ナビゲーションシステムを開発した。プログラムとし
て術前のＣＴ画像と術中の骨盤形状の重ね合わせの際に、特徴点数点を参照し近似を行った
後に、骨盤表面を数十点参照し画像との近似を行うサーフェイスマッチングと呼ばれる方法
を用いている。今回、寛骨臼周囲の参照場所による特徴とその結果からより効果的な参照点
の選択方法について検討した。寛骨臼上方の参照点は骨盤内外側方向への修正は良好であっ
たのに対し、前後方向・上下方向へは困難であった。後方参照点では前後方向は良好であっ
たが内外側方向は困難であった。それぞれの場所によって修正が容易、または困難な方向が
決まっており、また修正に必要な参照点数も異なっていた。また骨盤の変形の程度も修正能
に影響を与えていた。最初の特徴点による近似の後に一度位置を確認し、修正が必要な方向
に併せて参照点の場所と数を選択することで精度と手術時間の短縮が見込まれる。 

　本研究は、術前ＣＴを用いた独自開発の人工股関節ナビケーションシステムにお
いて、術前画像と術中の骨盤形状の重ね合わせの際に、特徴点数点を参照し骨盤表
面数十点を参照して画像との近似を行うサーフェイスマッチング法を用いて検証し
たものである。寛骨臼上方の参照点は骨盤内外側方向への修正は良好であったが前
後・上下方向へは困難で、後方参照点では前後方向への修正は良好であったが内外
側方向には困難であったなど、部位と方向によって修正の難易度や解離度に差があ
ることを見出し、その修正方法に改善提案を加えたものである。特に、最初の特徴
点による近似の後に一度位置を確認し、修正が必要な方向にあわせて参照点の部位
と数を選択することで精度と手術時間の短縮が見込まれるという結論を得ている。 
　委員との質疑応答においては、実際の手術での問題点などの課題の解決に向けた
議論がなされ、さらなる研究の発展が期待された。 
　本研究は、人工股関節全置換術におけるナビゲーションシステムの精度向上を図
る上で、重要な知見と提案をなすもので価値ある業績と認められる。 
　よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。 
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